







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自由民計 831 32 49 13 94
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入　　植　　時 陣 い！早 州おそL・・　1
出　　身　　地 リンカン（9）　リンカン（8）
ロンドン（8）1サフォーク（6）
　　　　　1
　リンカン（10）
ハンプシャー（7）
居　　住　　地 ボストン（26）　ボストン（39）　ボストン（31） 96
（???）
（??）
??????
ロードァイランドヘ
ニューハンプシャーヘ
マサチューセッツに残留
その他
クエーカーになった者
ゴルトン主義者になった者
バプテイストになった者
その他
28
??
?????
??」?? ?
1
57
22
5（？）
6（？）??
一272　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　第30巻第2号　1992年3月
に身軽であった彼らは，アンの追放をきっかけに他所へ移ることも比較的容易であったと思われる。
バッティスの言葉によれば，イングランドから持参した引越荷物をまだ解梱しないまま，それを携え
て移動した人々もあつたことであろう。
　このグループの人々の中には，支持グループとはちがって，ハッチンソンよりもより霊的（感盾的）
な信仰を持つ人々カミ10人程おり，彼らがのちに，クェーカー，ゴールトン派（Samuel　Gorton），お
よび，クラークにしたがつてバプテストになつたことから推定すると，このグループの人々がアンの
運動にかかわりを持つたのは総じて宗教的理由というよりも，他の理由（同郷，親戚，奉公人，その
他の個人的なフラストレーション）によるものが多かつたらしいという。そして，これらの人々にと
って，厳しい社会規律を要求するピューリタン社会よりも，ロードアイランドの比較的自由な社会の
方が安全な港であると考えられたのかもしれない。
　以上のバッティスの分析仮説に基いて得た情報をまとめ，表にして次に掲げる。（表6）。
注
（1）Battis，　op．　cit．，　p．96．この節はもっぱらバッティスの分析によっている。（XVH．　pp．　249～285．）
（2）これについては例えば，田村「“Moses　his　Judicials”研究序説」r政経論叢』第35巻第2号，昭和41年
　　12月，参照。
（3）田村「Robert　Keayne事件を通して見たNew　Englandの経済と倫理」『政経論叢』第34巻第3・4号，
　昭和40年12月，207頁以下および，223頁以下。
　田村「一ボストン商人のr遺言書』について」r政経論叢』第35巻第3・4号，昭和42年3月参照。
（4）　Battis，　op．　cit．，　p．97
（5）Tawney，　oP．　cit．，　P．　180．邦訳，上，207－208頁。
（6）　コトンが起草した‘An　Abstract　of　the　Laws　of　New　England…1641’，の「第5章　商業について」，
　　　田村「‘Moses’」130～131頁。
（7）田村rRoberk　Keayne」参照。ケインはこのアンチノミアン運動には加わっていない。
（8）　同論文参照。
（g）　Battis，　op．　cit．，　p．256．
（10）　Battis，　ibid．，　pp．258　ff．
（11）　Battis，　ibid．，　p．293．
（12）　Battis，　ibid．，　p．296．
（13）　Battis，　ibid．，　pp．258－260．
（14）　Battis，　ibid．，　p．260．
（15）　Battis，　ibid．，　pp．272　ff．
（16）　Battis，　ibid．，　pp．276　ff．
（たむら　こうぞう）
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